
平成２９年度熊本県学力調査「ゆうチャレンジ」 中学校第１学年 数学 解答一覧 No.1

大 中 小 連
観点

概ね満足できる解答状況 十分満足できる解答状況

問 問 問 番 成績処理システムでは １ と入力すること 成績処理システムでは ２ と入力すること

１ (1) ① 技能 １３

(2) ② 技能 ４

(3) ③ 技能 ３ x ＋９

(4) ④ 技能 ウ

２ (1) ⑤ 技能 x ＝－１

(2) ⑥ 知識 エ

(3) ⑦ 知識 ○ ２つの の中を正しく答えている。

０ ≦ x ≦ ８

(4) ⑧ 技能 １０ （通り）

(5) ⑨ 技能 ３００ （ｃｍ３ ）

(6) ⑩ 考え （正答の条件）
①ＡＢＣの地図上の長さが５.５cm（または実際の道のりが５５０ｍ）であることを記述してい
る。

②ＡＤＣの地図上の長さが７.５㎝（または実際の道のりが７５０ｍ）であることを記述してい
る。

③地図上または実際の道のりの差を記述している。
④単位の換算ができている。
⑤ に２００を記述している。

（正答例１）
＜説明＞
地図上ではＡＢ＝1.5cm，ＢＣ＝４cmだから，ＡＢＣの長さは1.5＋４＝5.5で5.5cmになる。
また，ＡＤ＝3.2＋1.8＝５で５cm，ＤＣ＝2.5cmだから，ＡＤＣの長さは，５＋2.5＝7.5で7.5
cmになる。
地図は１００００分の１だから，ＡＢＣの実際の長さは
５．５cm×１００００＝５５０００cm だから，５５０００cm＝５５０ｍ

ＡＤＣの実際の長さは
７．５cm×１００００＝７５０００cm だから，７５０００cm＝７５０ｍ

道のりの違いは，７５０－５５０＝２００ｍ
したがって，通学路ＡＢＣの実際の道のりは，薬局前を通るＡＤＣの実際の道のり
より ２００ ｍ短い。

（正答例２）
＜説明＞
地図上ではＡＢ＝1.5cm，ＢＣ＝４cmだから，ＡＢＣの長さは，1.5＋４＝5.5で5.5cmになる。
また，ＡＤ＝3.2＋1.8＝５で５cm，ＤＣ＝2.5cmだから，ＡＤＣの長さは，５＋2.5＝7.5で7.5
cmになる。
地図上の長さの違いは，７．５－５．５＝２で２cmである。
地図は，１００００分の１だから，２cm×１００００＝２００００cm
道のりの違いは，２００００ｃｍ＝２００ｍ
したがって，通学路ＡＢＣの実際の道のりは，薬局前を通るＡＤＣの実際の道のり
より ２００ ｍ短い。

○ ①～⑤のいずれか１つを正しく答えていな ○ ①～⑤の全てを正しく答えている。
い。

３ (1) ⑪ 知識 イ

(2) ⑫ 技能 赤いテープ，青いテープそれぞれの長さを文字 ○ 式と答えの両方を正しく答えている。
で表すことはできているが，同類項をまとめる ＜式＞ a ＋１.８ a ＝２.８ a
ことができていない。 ＜答え＞ ２.８ a （ｍ）

【授業改善の視点】事柄や数量の関係を捉えるために，関係を図に表したり，具体的な数や言葉を使った式に表した
りする活動を取り入れる。



平成２９年度熊本県学力調査「ゆうチャレンジ」 中学校第１学年 数学 解答一覧 No.2

大 中 小 連
観点

概ね満足できる解答状況 十分満足できる解答状況

問 問 問 番 成績処理システムでは １ と入力すること 成績処理システムでは ２ と入力すること

４ (1) ⑬ 技能 ○ イ，ウの両方を正しく答えている。
イ，ウ （順不同）

(2) ⑭ 考え （正答の条件）
①７分後の姉の進んだ道のりが５６０ｍであることを記述している。
②７分後の弟の進んだ道のりが４２０ｍであることを記述している。
③１分あたりの２人の進んだ道のりの差が２０ｍであることを記述している。
④ に１４０を記述している。

＜説明＞（正答例１）
７分後の姉と弟の進んだ道のりの差について考えます。
x 分後に進んだ道のりを y ｍとすると，
姉の速さは分速８０ｍだから，y ＝80x で表すことができる。
弟の速さは分速６０ｍだから，y ＝60x で表すことができる。
それぞれ７分間で進む距離は，姉が y ＝80×７＝５６０ で５６０ｍ
弟が，y ＝60×７＝４２０ で４２０ｍ
よって，５６０－４２０＝１４０
したがって，７分後の姉と弟の進んだ道のりの差は １４０ ｍです。

＜説明＞（正答例２）
姉と弟は，５分間で１００ｍの差がついている。
１分間では２０ｍずつ差がついているので，７分間でつく差は，２０×７＝１４０である。
したがって，７分後の姉と弟の進んだ道のりの差は １４０ ｍです。

○ ①と②，または③を記述している。 ○ ①，②，④について記述している。

○ ③，④について記述している。

５ (1) ⑮ 関心 ○ イ，ウ，オのうち，２つを正しく答えてい ○ イ，ウ，オの全てを正しく答えている。
る。 イ，ウ，オ （順不同）

※ ア，エのいずれかを含んでいたら不可

(2) ⑯ 考え （正答の条件）
①５０分以上読書をしている人がいるグラフについて記述している。
②読書時間が３０分未満の生徒の人数が４月と比べ減っていることを，具体的な数値を用いて記
述している。（※数値については，４月の２６人またはウの２０人が記述されていれば可）

③９月のグラフとしてウを選択している。
＜説明＞（正答例）
５０分以上読書をしている人がいるグラフは，アとウです。
そのうち，読書時間が３０分未満の生徒の人数はアが２６人，ウが２０人で，
４月の２６人から減っているグラフは，ウだからです。
したがって，９月のグラフは（ ウ ）です。

＜９月のグラフ＞ ウ

○ ②について具体的な数値を用いることはで ○ ①，②，③を記述している。
きていないが，①，③を記述している。

○ ①，②を記述している。

６ (1) ⑰ 関心 ○ ４枚のときと７枚のときの一方を正しく答 ○ ４枚のときと７枚のときの両方を正しく答
えている。 えている。

＜４枚のとき＞ １３ 個
＜７枚のとき＞ ２２ 個

(2) ⑱ 考え （正答の条件）
① ｎ枚の左側だけをとめるのに必要なピンの個数が，２ｎ個で表されることを記述している。
② 最後の１枚だけは右側をとめるのに，さらに２個必要であることを記述している。
（正答例）
台紙の左側だけをとめるピンの個数はそれぞれ２個だから，
ｎ枚ではピンが２×ｎ＝２ｎで，２ｎ個必要である。ただし，最後の１枚だけは右側をとめる

ので，さらに２個が必要である。
したがって，台紙ｎ枚で必要なピンの数は，（２ｎ＋２）個と表される。

○ ①の記述が十分でなく②を記述している。 ○ ①，②を記述している。
○ ②の記述が十分でなく①を記述している。

【授業改善の視点】与えられた条件から，数量の関係や規則性を見いだし，それを文字を用いて式に表したり，式の
意味を読み取ったりする活動を取り入れる。



平成２９年度熊本県学力調査「ゆうチャレンジ」 中学校第１学年 数学 解答一覧 No.3

大 中 小 連
観点

概ね満足できる解答状況 十分満足できる解答状況
問 問 問 番 成績処理システムでは １ と入力すること 成績処理システムでは ２ と入力すること

７ (1) ⑲ 知識 ○ ア，イに当てはまる式を正しく答えている ○ 正しい考えとア，イに当てはまる式の全て
が，ゆかりさんの考えを正しいと判断してい を正しく答えている。
ない。 （正しい考え） ゆかり さんの考え

（ア） ５００ x
（イ） ６００ x

(2) ⑳ 考え ○ 式と式が表している数量の一方を正しく答 ○ 式と式が表している数量の両方を正しく答
えている。 えている。

（式） ウ
（式が表している数量） カ

【授業改善の視点】問題の中の数量を図や表に整理し，その中から２通りに表すことができる数量を見いだして方程
式に表せばよいことを理解する場面を取り入れる。


